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事
業
効
果
・

成
果
等

発達障害や支援が必要な幼児児童生徒が年々増加してきており、学級担任だけで対応するのは厳しい状況である。困り感を持った子ど
もたちや学校間との連携を取り持ち、先生、児童生徒の課題を解決する。

⑧写真及び図
面

実　績

１２０日

目　標

３２年度
目標値

（３７年度）

年間配置

目　標 １３２日 １３２日 １３２日 132

実　績

平成３１年度 登校渋り、不登校、友達関係、進路相談、家庭問題等の相談事業

平成３２年度 登校渋り、不登校、友達関係、進路相談、家庭問題等の相談事業

⑦成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（２９年度）
３０年度 ３１年度

特定財源名 （a）または（b）の名称 （c）の名称

⑥事業計画

年度 実施する具体的な事業の内容

平成３０年度 登校渋り、不登校、友達関係、進路相談、家庭問題等の相談事業

計(a～d) 867,900 925,000 956,000 956,000 956,000

(d)一般財源 867,900 925,000 956,000 956,000 956,000

(c)地方債等

(b)県費

(a)国庫

④実施方法  　 ■直接実施　　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

⑤事業費
【単位:円】

　28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

財
源
内
訳

事業実施
（予定）年度

H30～H32
基本計画の該当個所 施策の柱５－２

③事業内容

子供達の悩み、不安、ストレス等を和らげ子供達が心のゆとりをもてる環境を提供する。

【育つ】施策の柱５

①予算事業名 スクールカウンセラー配置事業 予算科目 １０－１－２－１３ 基本構想上の位置づけ
上段：「島づくり目標」
下段：「施策の柱」

安心して「子育て」できる島の実
現

発達障がい児の支援充実

②担当部課名 教育課


